
修学旅行で体験した漁業に憧れて漁師に
と ざき しゅん

志々伎漁業協同組合 戸嵜駿さん 23歳

戸嵜さんは、大阪生まれの大阪育ち。幼い頃から海が好
きで、高校2年生の修学旅行で平戸市の志々伎地区を訪れ、
漁家に泊りこんで漁業体験をしました。その時に、この仕
事を学んで、将来チャレンジしてみたいと思ったそうです。
大阪に戻ってから漁業への思いが日増しに強くなり、翌年、
現在の師匠である吉住さんと出会い、高校卒業後に弟子入
りしました。実際に平戸で暮らしてみて、自然の豊かさ、
活気のある漁村での生活、地元の人々の温かさを日々感じ
ているそうです。戸嵜さんは、「まずは、今の仕事を全力
で学んで、将来的には自分の船を持ち、第二の故郷である
志々伎の海で生きていきたい」と語っていました。

戸嵜さんの一日

１９歳

大阪の高校卒業後、平戸へ。
師匠の下へ弟子入り。
漁業技術習得のため、県の
事業（生活費の助成）を活用
して研修開始。

経歴

漁業暦2年

戸嵜さんは、定置網やかご、潜水漁業を営まれています。

地図

これから漁業を目指す方へ
漁業は正直、とても大変な仕事だと就業してみて思いました。でも、とても
やりがいのある仕事だと思います。漁業に限ったことではないですが、自分が
やってみたいと思ったことは、気がすむまでとことんやったらいいと思います。

平戸市
志々伎

戸嵜さんは、年間を通して定置網とかご漁業を、春と秋の限られた期間だけ潜水漁
業を営んでいます。漁場は平戸市南部海域一帯で、港から比較的近場で操業していま
す。定置網では、アジやブリ、マダイ、イカ、スズキなど、かご漁業ではカワハギ、
フグ、潜水漁業ではアワビ、サザエ、ウニなどを漁獲しています。

戸嵜さんの本音チャート

余暇の過ごし方

２０歳～

研修終了後、師匠の船で
定置網やかご漁業に従事。
春と秋は素潜り漁を営む。

師匠（吉住隆さん）の声
駿君は漁師を目指し、志々伎に移住して5年目となり、今では定置網漁の

船長として、一人前に仕事ができるようになりました。素潜り漁も、同年代の
人達に比べ、上達が早いように思います。本船でのかご漁や刺網漁も、船長
として修業中です。地元の漁師仲間との絆も深く、頑張り屋なので、将来が楽
しみです。
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師匠の吉住さんは、自宅の横に水田や畑を所有しており、漁業の傍ら農業も営んで
います。戸嵜さんの休日は、大好きな海で釣りを楽しむ他、稲刈りやじゃがいもの収
穫など、師匠の農作業も手伝っています。陸での作業は、多少体力を使いますが、リ
フレッシュになっていると思います。

師匠の吉住さん（左）と戸嵜さん（右）

定置網漁業の操業状況

操業のタイムテーブル


